
(iii)

伊
藤
一
男
先
生
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
、
北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校
を
定
年
退
職
さ
れ
た
。
先
生
は
昭
和
六
十
年
四
月
に
東
京
学
芸
大
学
助
手
と

し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
本
校
に
大
学
院
が
設
置
さ
れ
た
平
成
五
年
四
月
に
北
海
道

教
育
大
学
旭
川
校
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
二
十
九
年
間
本
校
で
教

育
研
究
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
は
こ
の
こ
と
を
心
よ
り
慶
賀
申
し
上
げ

た
い
。こ

の
間
、
先
生
は
国
文
学
（
古
典
文
学
）
担
当
の
教
官
と
し
て
、「
日
本
文
学
講

読
（
古
典
）」
や
「
古
典
文
学
研
究
法
」、「
古
典
文
学
講
読
」、「
古
典
文
学
演
習
」、「
古

典
文
学
特
講
」
な
ど
の
担
当
教
官
と
し
て
学
生
指
導
・
教
育
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、

大
学
在
学
中
以
来
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
古
代
日
本
文
学
や
平
安
朝
文
学
の
表
現
に

関
す
る
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、『
物
名
和
歌
私
抄
』
翻
刻
、『
拾

遺
和
歌
集
』
他
出
文
献
資
料
稿
、『
源
氏
物
語
』
の
年
齢
記
述
、『
蜻
蛉
日
記
』
所
載

和
歌
歌
語
索
引
、『
小
町
集
』
和
歌
付
属
語
併
詞
書
索
引
な
ど
、
和
歌
や
物
語
、
歌

物
語
な
ど
に
関
わ
る
研
究
で
あ
る
。
特
に
一
九
九
七
年
か
ら
今
日
ま
で
精
力
的
に
研

究
を
行
っ
て
き
た
『
古
今
和
歌
六
帖
標
注
』
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
を
行
っ
た
論
文
が

二
十
二
本
、
重
載
歌
考
が
六
本
，
歌
枕
研
究
（
資
料
編
）、
他
出
文
献
一
覧
（
勅
撰

集
編
）
等
、
多
く
の
論
文
と
し
て
そ
の
成
果
が
結
実
し
て
い
る
。
ま
た
長
年
の
『
源

氏
物
語
』『
大
和
物
語
』
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、『
王
朝
文
学
文
化
歴
史

大
事
典
』（
九
二
四
、二
〇
一
一
年
十
一
月
、
笠
間
書
院
）、『
講
座　

源
氏
物
語
研
究
』

（
第
四
巻
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
お
う
ふ
う
）、『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識　

宿
木
後
半
』（
二
〇
〇
五
年
十
月
、
至
文
堂
）
な
ど
、
単
共
著
併
せ
て
著
書
十
六
本

も
著
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
旭
川
に
縁
の
あ
る
作
家
で
あ
る
井
上
靖
に
つ
い
て
、
彼

と
万
葉
集
の
接
点
に
着
目
し
た
研
究
も
行
い
、
そ
の
成
果
に
基
づ
き
井
上
靖
記
念
館

で
文
学
講
座
や
講
演
も
行
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

先
生
が
所
属
し
て
い
る
学
会
は
、
中
古
文
学
会
・
物
語
研
究
会
・
和
歌
文
学
会
・

日
本
学
校
教
育
実
践
学
会
・
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
国
語
国
文
学
会
等
で
あ
る
。

先
生
は
各
学
会
に
お
い
て
そ
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
特
に
日
本
学
校
教
育
実
践
学

会
で
は
会
長
を
務
め
、
本
学
会
が
日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研
究
団
体
と
し
て
承
認

さ
れ
る
よ
う
様
々
な
取
組
に
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
本
学
会
は
学
術
研
究

団
体
と
し
て
承
認
さ
れ
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

先
生
は
教
育
の
分
野
に
お
い
て
も
、
教
養
科
目
と
し
て
は
「
人
文
科
学
入
門
（
短

詩
形
文
学
）」
を
担
当
し
、
国
語
教
育
専
攻
と
し
て
は
、
古
典
文
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、

そ
し
て
専
攻
代
表
と
し
て
学
生
指
導
に
も
尽
力
し
、
多
数
の
優
秀
な
人
材
を
育
て
あ

げ
、
世
に
送
り
出
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
幾
た
び
か
の
科
目
名
の
変
更
は
あ
り
つ
つ
も

令
和
元
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
て
き
た
「
日
本
文
学
研
修
旅
行
」
は
多
く
の
学
生
た
ち

を
魅
了
し
て
き
た
。
京
都
や
奈
良
な
ど
古
典
文
学
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
旅
は
大
学
内

で
学
ん
だ
知
識
を
実
際
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
確
か
め
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
機
能
し
て

き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
先
生
の
学
生
指
導
に
お
け
る
態
度
は
、
確
か
な
教
養
と
溢

れ
る
知
識
、
優
し
さ
と
人
間
味
溢
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
学
風
と
人
柄
は
、
そ
の

学
恩
を
受
け
た
多
く
の
卒
業
生
や
修
了
生
さ
ら
に
は
国
際
交
流
で
在
籍
し
て
い
た
留
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(iv)

学
生
か
ら
深
く
敬
愛
さ
れ
て
い
た
。

　

先
生
の
功
績
と
し
て
特
記
す
べ
き
も
の
は
、
平
成
二
十
八
年
か
ら
同
三
十
年
三
月

に
か
け
て
北
海
道
教
育
大
学
附
属
旭
川
小
学
校
長
を
務
め
、
平
成
十
六
年
の
独
立
行

政
法
人
化
以
降
存
在
の
意
味
や
価
値
を
絶
え
ず
問
わ
れ
続
け
て
い
た
附
属
学
校
の
役

割
と
責
任
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実

す
る
な
ど
し
て
、
附
属
学
校
に
よ
る
教
育
と
研
究
、
そ
し
て
教
育
実
習
の
推
進
に
つ

い
て
時
代
に
応
じ
た
新
た
な
方
向
性
を
示
唆
し
た
。
そ
の
結
果
、
附
属
学
校
と
大
学

と
の
連
携
・
協
力
が
一
層
進
展
し
、
共
同
研
究
を
行
う
教
科
等
も
増
え
る
な
ど
、
充

実
し
た
関
わ
り
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
先
生
は
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
同
二
十
二
年
三
月
に
か
け
て
旭
川
校
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
委
員
長
、
平
成
十
九
年
八
月
か
ら
同
二
十
一
年
三
月
、
平
成
二
十
五
年
四

月
か
ら
同
二
十
七
年
三
月
、
平
成
二
十
七
年
十
月
か
ら
同
二
十
八
年
三
月
に
か
け

て
三
期
に
わ
た
り
評
議
員
と
し
て
大
学
運
営
に
も
貢
献
さ
れ
た
。
加
え
て
、
平
成

二
十
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
学
校
臨
床
教
授
等
が
担
当
す
る
必
修
授
業
で
あ
る
学
校
臨

床
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
授
業
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
想
等
を
行
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
座
長
を
務
め
、
教
員
養
成
に
関
わ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
当
該
授
業
が
円
滑
に

進
む
よ
う
、
連
絡
調
整
や
対
外
的
な
対
応
等
を
行
わ
れ
た
。
当
該
授
業
で
は
、
附
属

小
・
中
学
校
及
び
近
隣
公
立
学
校
に
双
方
向
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
学
生

が
大
学
に
い
な
が
ら
に
し
て
授
業
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

狙
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
学
校
等
や
校
長
会
等
と
協
議

を
行
う
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
が
、
見
事
に
そ
の
任
務
を
果
た
し
、
充
実
し
た
授
業
運

営
に
寄
与
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
り
研
究
と
教
育
・
指
導
に
従
事
し
、
優
れ

た
人
材
を
多
数
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。
そ
の
足
跡
は
本
学
お
よ
び
研
究
・
教
育
の

発
展
に
貢
献
し
た
も
の
で
、そ
の
功
績
は
ま
こ
と
に
顕
著
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
が
、
先
生
が
本
校
に
着
任
さ
れ
た
年
は
、
大
学
院
が
設
置
さ
れ
た

年
で
あ
っ
た
。
実
は
私
は
そ
の
大
学
院
の
一
期
生
で
あ
る
。
私
の
学
部
時
代
は
古
典

文
学
の
先
生
が
不
在
な
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
集
中
講
義
な
ど
で
学
修
は
し

た
も
の
の
、
古
典
文
学
に
対
す
る
知
識
や
理
解
は
甚
だ
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
先
生
の
授
業
を
受
講
し
た
私
に
、
古
典
テ
ク
ス
ト
を
読
み
な
が
ら

先
生
は
「『
女
郎
花
』
っ
て
ど
ん
な
植
物
か
分
か
り
ま
す
か
。」
と
問
わ
れ
た
。
恥
ず

か
し
な
が
ら
私
は
全
く
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。そ
の
後
、

私
は
先
生
と
専
門
は
違
え
ど
も
同
僚
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
未
だ
に
先
生
の
豊
か
で

深
い
見
識
に
は
遠
く
及
ば
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
先
生
は
永
年
住
ま
わ
れ
た
旭
川
を
離
れ
、
令
和
四
年
九
月
に
東

京
都
八
王
子
市
に
転
居
さ
れ
た
。
今
後
と
も
御
健
康
に
留
意
さ
れ
て
御
自
身
の
研
究

に
専
心
さ
れ
る
と
と
も
に
、
可
愛
ら
し
い
お
孫
さ
ん
と
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
私
に
、
い
や
私
達
に
古
典
文
学
の
世

界
へ
の
扉
を
ひ
ら
い
て
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ
て
い
る
。




